
図書館史を考えるセミナー (第二回)2御案内

第ニロセミナー (東京)を本年 9月 2～ 3日 の両日,下記要領で開催いたしま

す。これは「図書館史研究の現状と展望」をテーマとした第一回セミナー (名古

屋)に続 くものです。

テーマは「開かれた図書館Jづ くりの歴史的系譜をたどることにより,図書館

史研究の現状と課題を探ろうとするものです。第一日は大正 。昭和初期の図書館

活動を,自 ら実践 して来られた諸先輩 (弥吉光長, もりきよし,清水正三の各氏)

に語 っていただきます。二日目は海外 (西欧)と 日本における,大学と国立図書

館での「パプリックなもの」に焦点をあてて考えてみたし)と思います。

皆様の御参加をお持ちします。
セミナー実行委員会

テーマ

記

図書館史研究の現状と展望 (第二回)

一「開かれた図書館」づ くりの歴史的系譜をたどる一

1984年 9月 2日 (日 )―-3日 (月 )

東京 赤坂 アジア会館

○ 東京都港区赦 8--10-32

40名 (先着順)

時

場

日

会

員

用

定

費 参加費  3,000円   (

懇親会費  5,000円  (

宿泊費   4,000円

率なお,上記費用には3日 の朝食 ,

まれていません。会館内の食堂,

自でおとり下さい。

申 込 :同封の振替用紙に必要事項を記入し, 8月 20日 (必着)ま でに

お申込下さい

*参加申込の確認は,申込金の受領はがきの発送でおこないます

*出張扱のため,公式の文書が必要な方は事務局まで連絡下さい

但し,学生は1:500円 )

第一日目終了後 夕食も兼ねます)

昼食,休憩時の飲み物等は含

喫茶室でそれぞれの時間に各



プ  ロ  グ ニ ラ ニ

9月 2日 (日立

12:00 ～ 12:30   受   付

12130 ～ 13:00   開   会

13:00 ～ 17:30   第一部 大正 。昭和lJI期 の図書館活動

司 会 石井 敦  (東洋大学)

報告 I.和 田万吉の図書館思想のことなど

弥吉 光長 (50分 ,国学院栃木短期大学)

報告 Ⅱ。 今沢慈海とその周辺一東京市立図書館の「黄金時代」一

清水 正三 (50分 ,立教大学)

質  疑

_テ ィータイムー

報告 Ⅲ。 青年図書館員連盟とFH3宮不二雄

もりきよし (50分 ,青葉学園短期大学)

質  疑

討  論

17:30 ～ 18800   連絡・休憩

18:00 ～ 20300   懇 親 会  (夕食をかねる)

9月 3日 (月 )

7:00 ～ 9100  朝食

9:00 ～ 11:30   第二部 大学図書館 。国立図書館におけるパブリ_

ックのもの (1)海外の場合

司 会 常盤 繁 (独協大学)

報告 I. ドイツ :ゲ ツチンダン大学図書館の歴史

津田 純子  (50分 ,名古屋大学大学院)

報告 Ⅱ。 フランス:国立図書館の役割

寺田 光孝  (50分 ,図書館情報大学)

討  論

11:30 ～ 12:30   昼食



9月 3日 (月 )

12:30 ～ 15:30

ックのもの (2)日 本の場合

司 会 阪田 蓉子 (梅花女子大学)

報告 1.大 学図書館における公開の歴史

岩猿 敏生  (50分 ,関西大学)

報告 Ⅱ.帝 国図書館におけるパブリックなものについて

中林 隆明  (50分,国立国会図書館)

討  論

―ティータイムー

15:30 ～ 16:30   全体討議 。まとめ

司 会  工藤 一部 (東京大学東洋文化研究所)

まとめ  藤野 幸雄 (図書館情報大学)

16:30 ～ 17100   連絡・閉会のあいさつ

17:00       散  会

*セ ミナーについての連絡・ F・5い合わせ先

小川 徹 鮭 ミナー実行委員長)

ホなお,ア ジア会館には,地下鉄半蔵門線で青山一丁目駅下車,赤坂郵優局

の方向にでると近いです。同封の地図を参照してください。

*事務局からのお知 らせとお願い

(A)昭和59年 5月 3日 以後のFFT入会員

___ ′会員数 121名  6月 30日 現在

(3)お願い

59年度の会費払込状況は, 6月 30覆 現在82パーセントとなってし`ます。

59年度の会費を未納の会員にたひしては,セ ミナー用の振翻 紙と別

に,い ま一度振替用紙を同封しましたので,よ ろしくお願します。

会費は1,000円 です。



『覆甕理穿食営」駐篭辞多駐 』 燿輔干電毒妻
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日外アソシエーツから, 9月 上旬にセミナーとあわせて

『図書館史研究』第一号が創刊されます。値段は1,300

胃(予価)に なる予定です。第一号の内容は以下のよう

になっています。

1.戦後公共図書館実践史        石井 敦

2,図書寮と写経事業          小Il: 徹

3.古代申国における文献をめぐる諸問題

一春秋を主として一       工藤~部

4.明治20年代刊行の印刷辞書体目録について

一「東京図書館工藝書目録」および

「海軍図書目録 英書の部」にか

んする研究一         安達将孝

5。 文献紹介              藤野幸雄

ぜひお買いもとめください

ニュース・ ンターに掲載する図書館史についての短い原稿を募集 してい

ます

内容   1.単 行書の書評

2.資料紹介

3.海外文献の結介や論評

4.論文の紹介と論評 など

投稿規定 1.枚  数  横書原稿用紙12枚以内

2。 送付先  橿山女学圏大学 (事務局 )

3.原則として)送fhlさ れた原稿は,次国のニュース・ レター

に掲載する

(文責 ∫::鋳 良孝)



:華11彎::::::嘗轟薔華暮:轟纂
『図書館情報学研究文献要覧 1970-1981』 (日外アソシエーツ)を もとに, イ

ギリス公立図書館の成立を扱った論文を取り出し,研究の動rrlと 展望をまとめてみ

たい。

この方面での研究の進展は,芝田正夫氏(1), 森耕一氏(2), 常盤 繁氏 (

3)な どの業績によってもたらされた。こうした研究を支えたのは,Irish Unive

rsity Pressに よる議会資料の発行であり,それによって一次資料にもとづ く研究

が容易になったことである。さらに,Hunfordに よるE.Edwardsの研究,Kellyに

よる図書館史研究,Library Historyと いう図書館史についての専F電雑誌の刊行な

ど, イギリスでの研究の進展も無視できないであろう。

「公共図書館が法IIl定 によって制度的保
まず,芝口論文 (1-a)の大きな関心 l~l,

障を獲得 していった過程において,公権力はいかなる機能を図書館に期待したか」

(p.107)を解現することにあった。そして,上述の議会資料⑫実証的記述に重点を

おき,1850年法の性格の解現を意図 したのである。同論文は,1849年 の下院公共図

書館特BIl委員会で主流をしめたのは,Ewart,BrOthertonな どの社会改良家と,L―

Ovettら の労働者教育の実践家たちの思想であり,いずれも「社会政良のための図

書督覇 という考えを基盤にしていると結論 した。

同 じ1976年に発表された(1-b)において芝聞氏は,(1-a)を受け,1850年法の成

立過程を探っている。 (1-b)に おけて「遇軽Jと いう語であらわされているものは,

マクロな観点からのもので,た とえば,法成立についての議会の動きなどを詳細に

追ったという意味での「過程Jで はない。この分野はいまだ課題として残されてい

る。(1-b)は Kellyを参考に19世紀前半における図書館状況を織介している。また,

1850年法を準備するものとして1845年博物館法を重視している。(1-b)は論文とい

ぅょり,氏の構想を提示した研究ノー トとして考えるほうが,し っヽそう遷切だろう。

(1-a)において芝国民は,ブルジロフ急進主義者が労働者階級を対象に社会政良

的な立場から公立図書館をもたらしたと結論した。その研究の過程で,Edwardsが

急進派とは相違した図書館論を構想していたことをつきとめ,Edttardsに 限定した

論文(1-0が生まれることになる。同論文はEdttardsの公共図書館論を,以下の三



点にまとめている。 (p.247)

1.公共図書館を地域の全住民に公開する施設として位置づける

2.公共図書館の運営は地方自治体が責任をもち,地方税によって維持運営すべ

きである

3.公共図書館の利用が “恩恵"で はなく, “権lll"で ある限り,無料でなけれ

ばならない

芝田氏は, この三点を現代的な意味を持つものと強調 した。同論文の後半では,

Edwardsが館長をつとめたマンチェスタ~市立図書館と,同時代のリバプール市立

図書館とが比較されている。

最後に,芝獨氏は(1-d)に おいて,19世紀後半における図書館状況を扱っている

芝田論文を軸に,常盤氏,森氏の論文を探っておく。 (1-C)が発表されたの |ま 19

77年であったが,1982年になり森耕一氏が (2)を発表 した。同論文は,公立図書鐘

の形成という観点から,Edwardsの図書館論を解明している。芝日,森両論文は,

公立図書館の原点を探るものとして重要な業績になるであろうが,両論文の相違に

注目する必要がある。芝田論文 :ま,議会資料でのEdttardsの証言 (証言番号,NO,

10)を次のように訳 しても`る (p。 246)

公共図書館とは,公費によって全部あるいは一部が運営され,全ての

人々に解放されている図書館である。

すなわち,芝岡論文では「公費で '・ ・運営」と「すべての人々に聞放」とが ,

“and"でつながつている。一方,森論文では同 じ部分が“oF"で つながっている。議

論文は直接に|ま芝爾論文に言及してを`ないものの, この個所での記述の強調はあき

らかに芝理論文を意識 したものである。原文では,た しかに“or'と なっており, こ

の点につし`ては芝田氏の読み誤りと考えぎるを得ない。そして,こ の部分での誤り

は,芝猥論文にとって大きな欠点となっている。さらに,ЁdttardsやE"artの 把握

についても両論文は微妙な差をあらわしており,今後の研究が爾論文を実き合わせ

たところから出発することを期待したい。なお,森論文は,Edttatts ⑫図書鮭論が

変容していくことを指摘 している。この指機は注理されてよかろう。

いまひとつ欠かせない重要な業績として常盤繁氏の論文 (3)ん あ`る。 (3)と 芝爾

論文 (1-め とは,や はり突き合わせて論まれるべきであろう。爾論文とも,1850年

法の役割を探るという点では一致している。常盤論文は 総 共図書館運動を急進派



の思想と活動の中においてみる時,結局それ tま,中産階級の世界観に大衆を同化さ

せ,社会の秩序と繁栄を確保する試みの一つであった」(p.6)と まとめている。こ

うした解釈は芝田論文とその大筋において一致していると考えてよい。

芝国論文は,いわゆるEwart委員会,Ewart報告につし`ての機略の説明,および

Ewart委員会の証言の分析から構成されている。後者はさらに,「当時の図書館状

況」「公共図書館に求められたもの」とも`う二つの節から成っている。こうした論

文の構成という観点からすれば,「公共図書館に求められたもの」に限定した常盤

論文は,よ り限定的であり,結果として芝口論文を深めたと位置づけることも可能

である。

しかし,公共図書館の役割を探る手続きは両者で相違 している。芝団論文の場合 ,

製ellard,Murison,Al tickと いう研究者の諸説をまとめ,それを実証的に検証すると

いう方向を取る。この方式は何ら非難されるべきではないが,ひ とつの限界を結果

として生み出している。というのは,主要な研究者の諸説のまとめの粋内に関心が

限定されることになるからである。一方,常盤論文は先行研究を一応脇におき,18

50年法に期待された役害1を諸資料から全体的に浮かびあがらそうと意図している。

そのため,同論文では, 1.教育 ,2。娯楽,3.産業教育,4.文化 (学問 。文芸), 5.

思想統制と公共図書館史にみられる図書館の役割をrll挙 し,そ の各項目につけて一

次資料にもとづいて検証・検討 していくという方法をとっている。

また,芝口論文では,公共図書館の役害1に おとらず,それを保障する制度面への

関心が強い。この関心は,当時の図書館状況の把握という方向を導 くと同時に,Ed―

‖ardsに注目するという結果となる。すなわち,図書館論という観点から,EdttaFdS

とE‖aFt,BrOthertonと の区Ellを もたらしている。 (1-c)はそうした意蒙  (1-a)

から導かれる当然の論文であったといえるだろう。一方,常盤論文 lま,ti ll度 面への

関心は直接的には論中にはあらわれてこない。上述の五つの役割が,諸一次資準:母

中でどのようにあらわれていたかを実証的に検討 しても`る。この方向は,Edttards

を(プルジョフ)急進派の一員として,E"aFt,BrOthertonと ,その大枠において同

列に考えるとし`う結果となって rv■ る。それはともかく,1850年法にたいする上から

の要求に焦点をしばり記述 した常磐論文にとっては,次の設階として労働者階級自

身の申から生まれた政治活動や教育運動と1850年法との関連を明らかにする必要が

あった。芝獨氏が「Edwarttsの公共図書館級 を発表し,常磐氏が「メカニックス

・インスティテュー ト運動と英国の公共図書館法」 (Library antt lnfoFttation

Science,no。 14,1976,pp.312-323) を曇翡錠したのは,繭氏の琴鵬電の方向として

は当然の帰結であったといえないであろうか。



注

*芝田 正夫

(1-a)“ イギリス公共図書館法の成立とエヮー ト報告 "

『図書館界』 vol.27,1976,pp.107-117

(1-b)“ 1850年 のイギリス公共図書館法成立について"

『図書館界』 vol.27,1976,pp.178-180

(1-c)電代公共図書館思想の原点一エ ドフー ド・エ ドワーズの

公共図書館論 "

『京都大学教育学部紀要』23号,1977,pp.245-我 54

(1-d)“ 19世紀後期におけるイギリス公共図書館サービス♂発展

一その歴史的構造の分析一 "

『図書館界』 vol.30,1978,pp.15-198

*森 耕一

(2)“近代公立図書館の形成'

『京都大学教育学部紀要』28号 ,1982,pp.17-33

*常盤 繁

(3)“ ユアー ト法と議会"

咽 書館学会年報』vol。 23, 1976,pp.1-19


